
日  時 男子

会場名

28 - 21
24 - 21
29 - 18
34 - 33

審判名 1stアンパイア

選手名 背番号 得点 3ﾎﾟｲﾝﾄ 2ﾎﾟｲﾝﾄ
ﾌﾘｰ
ｽﾛｰ ﾌｧｳﾙ 選手名 背番号 得点 3ﾎﾟｲﾝﾄ 2ﾎﾟｲﾝﾄ

ﾌﾘｰ
ｽﾛｰ ﾌｧｳﾙ

田村　　潤(C) 4 13 4 5 3 相澤　栄太 4 0 1

槙尾　青葉 5 0 木岡　裕太(C) 5 32 6 6 2 4

井上　成也 6 37 6 7 5 1 小坂田　駿 6 -

櫻木　　翔 7 2 1 青木　大聖 7 21 1 7 4 5

河野　彪雅 8 2 1 浅野　裕哉 8 2 1

深津　章太 9 11 4 3 2 林　　大翔 9 0

脇　　真大 10 37 3 9 10 5 近藤　直希 10 11 5 1 5

森山ﾛﾊﾞｰﾄ隼太 11 1 1 東　　正汰 11 -

崎濱　秀平 12 10 2 2 2 奥田　健太郎 12 3 1 1

崎濱　秀太 13 2 2 1 小林　海斗 13 0 1

三原　孔也 14 - 鈴木　陽飛 14 -

石川　　翔 15 - 奥山　樹一 15 8 4

田中　太陽 16 - 大髙　透也 16 -

中村　　晴 17 - 難波　遥希 17 7 3 1 3

佐々木　白斗 18 - 小椋　大雅 18 9 3 3 5

115 11 28 26 14 93 8 29 11 25

戦  評
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U18決勝

ウインターカップ2019
令和元年度 第72回全国高等学校バスケットボール選手権大会　岡山県予選会

2019年11月3日 12:00 決勝

合   計 合   計

○　商大附属 115 93 岡山工業  ●

クルーチーフ 前花直哉 大嶋将之 2ndアンパイア 中村達哉

決勝は岡山商大附属対岡山工業との対戦となった。

１Ｑ 岡工ボールでゲームは開始。両チームともマンツーマンディフェンスでの立ち上がり。商大⑩が最初のシュートを決めると、岡工⑦が

入れ返す。商大は⑫の３Ｐや⑩が3人に守られながらのターンシュートで得点を重ねていく。岡工⑤が３Ｐを決めると商大⑥がすぐさま３Ｐ

を入れ返す展開に。その後、岡工は⑤の連続３Ｐ、⑦のジャンプシュートや３Ｐで得点していくが、商大⑥、⑩、⑫の３Ｐなどで得点を少しず

つ離されて商大２８－２１岡工１Ｑ終了。

２Ｑ 商大ボールで２Ｑ開始。両チーム、マンツーマンディフェンスを継続する。商大⑨や⑩がリバウンドのボールを捻じ込んでいく。岡工は

速いパス回しからシュートを狙うもリングに弾かれる。しかし、岡工⑩がミドルレーンからレイアップを決めると、⑮が速攻で得点し、さらに

⑦のバスケットカウントやレイアップで得点していく。その後も岡工は⑩のゴール下への合わせや⑤の３Ｐなどで粘り強くプレーしていく。一

方、商大は⑩を中心に⑥や⑨がシュートを確実に決めていき、主導権を握ったまま商大５２－４２岡工で前半を終了する。

３Ｑ 後半も前半に続き、両チームともマンツーマンで開始。商大は⑫と⑥の連続得点で点差を広げる。岡工も⑦がジャンプシュートやフ

リースローを確実に決めながら対抗していく。残り４分、商大⑩が連続で得点し、直後再び商大⑩のブロックショットから商大⑨が速攻を決

め、点差は１８点差となる。岡工もインサイドを果敢に攻め、反撃を試みるが商大の圧力によりなかなかシュートを決めきれない。商大は

ディフェンスから速い展開に持ち込み、点差を広げ、商大８１－岡工６０で３Ｑを終えた。
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４Ｑ ４Ｑに入っても商大⑥の３Ｐなどで点差を２８点に広げ、商大ペース

で試合が進む。一方岡工は残り８分に⑱、３分には⑩が５ファウルで退

場する。しかし、ここから岡工メンバーが奮起し、岡工⑤のスティールか

らの速攻やリバウンドシュート、さらに岡工⑰のドライブからのバスケット

カウントなどで反撃に出る。残り４分、岡工はオールコートマンツーマン

で商大からターンオーバーを誘い、それを岡工⑫⑮が確実に得点につ

なげ、点差を１５点まで縮める。しかし商大も相手のプレスをうまくかわ

し、フリーの状況を作り、商大⑨④などが落ち着いて点差を維持してい

く。そのまま商大附属１１５－９３岡山工業で決着。終始リードを保った

商大附属が２年連続２回目のウインターカップの出場を決めた。
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